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品種を全部会員で統一して有利販売へ 

ＪＡ晴れの国岡山びほくトマト部会 出荷進発式 
 

■主催：JA 晴れの国岡山びほくトマト部会 
■日時：2024 年 7 月 12 日（金）午前 10 時 00 分～（約 1 時間程度） 
場所：JA 晴れの国岡山びほくトマト選果場 

    〒716-0302 岡山県高梁市備中町布瀬 1657-1（0866-45-4141） 
                                         
岡山県の夏秋トマトの季節となりました。当ＪＡのびほく統括本部管内は、県内産地の約 6 割を占める

トップ産地。担い手育成にも力を入れ、他産地をけん引する存在として「キラリと光る産地」を目指し、

今年も 11 月末まで長期出荷を行います。 
出荷好調を願い、出荷進発式を行いますので、取材お願いします。 
■当日のスケジュール（別添スケジュールをご参照ください） 
・参集範囲･･･行政・市場関係者・部会員・関係機関など総勢約 60 名 
・地元の備中保育園の園児が出荷に花を添えます。 
■新品種「TTM-170」（独自ブランド名「桃太郎シルク」で販売）への統一について 

JA 晴れの国岡山びほくトマト部会は、マーケティング事業にも力を入れ桃太郎伝説にあやかり、管内

のトマトを「天空の実り（R） 鬼退治 桃太郎トマト」とネーミングをつけ売り出しています。今年度か

らは、栽培する品種を部会員 64 人全員で桃太郎トマトシリーズの新品種「TTM-170」（昨年から「桃太

郎シルク」のブランド名で販売）のみに統一。新たな販売戦略の大きな柱として位置づけています。桃

太郎トマト特有のトマトらしい甘さと酸味のバランスを保ちながら、今までにない滑らかな舌触りが特

長です。昨年度まで桃太郎トマトシリーズを 5 品種栽培していましたが、近年の異常気象による高温へ

の対策や、裂果・空洞果などの課題解決策として、新たな品種を模索。3 年間の試験栽培を経て、今年度

ようやく部会全体での品種統一に踏み切りました。 
7 月から 11 月まで収穫する夏秋栽培。中山間地特有の昼夜の寒暖差を敏感に感じ、甘みと栄養が増し

ます。 
■JA 晴れの国岡山びほくトマト部会概要 
・部会名：JA 晴れの国岡山びほくトマト部会 ／ 部会長：藤井包温部会長（ふじい・かねはる） 
・部会員数：63 人／栽培面積：10.8ha  
・2024 年度目標 販売数量 1,080ｔ／販売金額 4 億 3,200 万円  
・品種：桃太郎トマト「TTM-170」(独自ブランド名「桃太郎トマトシルク」) 
・初出荷日：6 月 28 日（水） 

ワクワクする農業と地域の未来を 

【問い合わせ先】 
JA 晴れの国岡山 びほく統括本部びほくアグリセンター 
担当 信下・丹正（TEL：0866-22-4553）               

ホームページはこちら→ 

 取材に来てね！ 

＼ 桃太郎トマト 県内トップ産地が本格稼働！ ／ 

 
 



１ 10:00

２

　JA晴れの国岡山びほくトマト部会　　 藤井部会長 10:00

　JA晴れの国岡山 仁熊常務

3 来賓あいさつ

　高梁市　　 様 10:10

　備北広域農業普及指導センター　 様

　全農岡山県本部 様

4 令和６年度トマト生産販売計画について 10:25

5 市場情勢、産地に対する要望事項について 10:30

　大同印岡山大同青果（株） 様

　大果大阪青果（株） 様

6 備中保育園出演披露 10:40

7 桃太郎シルク試食宣伝 10:45

8 がんばろうコール 10:50

　JA晴れの国岡山びほくトマト部会　　 様

9 トラック出発 10:55

10 11:00

　JA晴れの国岡山びほくトマト部会　　 山田副部会長

閉　　会

あいさつ

開　　会

JA晴れの国岡山びほくトマト部会 出荷進発式　次第

　場所：びほくトマト選果場

　日時：令和6年７月12日（金）
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